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に振り返り会の発 表まで行った。C B I D
（Community-basedInclusiveDevelopment）は
「誰一人取り残さない地域社会づくりプロジェク
ト」として、社会的包摂の考えを広く波及させようと
いう試みだ。今回尻無浜先生にお声がかかり、イン
ターン全体の研修として参加させていただいた。
松本市は地域包括ケアシステムの全地区推進に力
を入れており、そのベ スーになるのではと考えてい
る。松本市新村地区を対象に絞り、ワークショップ
を開催することになった。ワークショップは実際に
体験することで、分からないこと、進み方、工夫が
見えてきた。事例作成を一から行ったが、地区の住
民を呼ぶワークショップで地区の実例は特定され
かねないため、扱えない難しさから、苦戦した。
ワークショップを作成した担当者とのメールでのや
り取りで添削していただいたが、不思議とその事
例が実在する人物の言葉のように感じ、改めて作り
こまれたワークショップだと実感した。
　他の研修参加団体は社会福祉の事業所だが、
私たちは地域づくりを行う者として、福祉に限らず
地域に住まう方への声がけを行った。各団体長を
はじめ、会議に出てはチラシを配り、町会の回覧で
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も配布し、声をかけた。当初の予定の50人は集ま
らなかったが、たくさん集まれば良いというもので
はないので、新村地区にはこれが最適とし、31名
の参加を得られた。半分が新村地区の方で、もう半
分が福祉系や行政など専門職の方だ。
　このワークショップは「できること」の提示により、
フォーマル、インフォーマルな支援を可視化する。
専門職でなければ支援はできないといった否定的
な考え方を、自分にもできることがあるかもしれな
いというプラスに向けさせる。しかし、グループを
回っていろいろな支援を出し、この人のために私に
もできることがあるかもしれないというプラスの中
にいたのに、最後に「本人からの手紙」がくる。本
人の本当に望んでいたことや気持ちを手紙形式で
綴り、事例ごと1人一通渡される。自分たちが支援
として出したものは本当にこの人のためになってい
ただろうか？より良い関わり方があったんじゃない
だろうか？そう思わせるワークショップで、終わった
あとはなんともいえない気持ちになる。
　事前準備から当日の会場準備まで他のインター
ンにもお願いし臨んだ。ひとりはサブファシリテー
タ とーして司会進行の補助をしてくださり、他のイン
ターンは各テーブルに入り、グループファシリテー
ターとして進行をした。グループファシリテーター
を導入したのは、プレ研修を体験して、ワーク
ショップに馴染みのない住民を呼ぶにあたり、用
語や進行の補助が必要と感じ決定した。ファシリ
テーターを初めて経験し、進行には不安があった
が、ワークショップ担当の方がいたので随時相談
ができたことは大変助かった。盛り上がるところは
とても盛り上がったが、話が盛り上がっても支援の
ふせんが出ていなかったり、ここで時間だからと
切ってしまうには惜しい熱量だったので時間調節
に関してはかなり慎重に行った。本ワークショップ
で、地域全体の課題の創出として、共通の認識を持
つ機会になっていればと思う。日常生活において専
門職と関わる機会のなかった住人と専門職を繋げ、
専門用語をワークショップ参加者の共通の言語へ
と開拓した。
写真7　ワークショップの様子①
写真8　ワークショップの様子②
写真9　ワークショップ使用の会場調査
写真10　12月4日振り返り会での発表の様子
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4．今後の展開
・地区防災訓練について
　新村地区には松本大学があり、平日の昼間であ
れば多くの学生が勉学に励んでいる。松本大学は
指定避難所になっているが、公的な施設ではない
ため、備品等の設定はなされていない。しかし、大
規模災害時に行政が機能しなくなることや、新村
地区の自主防災力の向上を鑑みても大学との協力
は避けて通れない。今年度は大学の協力もあり、
学生の情報伝達訓練の参加、講義室の借用による
講演会で多くの参加が得られたが、今後は目先の
数にとらわれない訓練が必要であると考える。参
加者を動員で得て満足するような訓練ではなく、興
味・関心を持つ人が増えるような訓練を企画してい
きたい。そのためにも、組織である大学と地区住民
の意見のすり合わせに注力していきたい。
　来年度は、避難所設営ならびに運営訓練を指定
避難所である松本大学で行う予定である。年度で
役員が交代してしまうので、避難所設営にかかる
役割分担などをきちんと理解してもらう会議を設け
ることが求められている。現在の訓練の行い方は、
町会連合会長と安全安心部会長が訓練内容を決
定し、素案として安全安心部会、町会長会の会議
にかけ、町会長から組など下におろす仕組みなって
いる。しかし、町会長が情報をせき止めてしまう、
あるいは自己解釈した情報を流すため、同一の訓
練を行っているとは思えない。訓練の開始時間に
公民館に来て「うちの町会はもう終わったから暇
だ」と仰る方もいた。各町会の現状に沿った訓練を
行っていただく分にはかまわないが、誤った情報を
伝え広めるのは避けていきたいと考えている。その
ためには、訓練内容の決定の前からの自主防災連
合会の会議が必要であると考える。本来訓練に対
して声をあげるべき町会長たちから声があがらな
いのを見越して部会長が決めているが、そのやり
方では「やらされている」気持ちが強くなってしま
い反発のままだ。会議を複数回行い、自主防災連
合会で共通の認識が持てるように段階を踏んでい
く必要があると感じている。しかし、役職での参加
は代替わりすることで認識に差が出るので、自主防
災サポ トーリーダーの今後の活動や、次世代の育成
も視野に入れ、子どもや女性、普段訓練に参加し
ない人達をターゲットとした訓練内容を企画してい
きたい。具体的には、「楽しい防災訓練」を重視し、
もう一度運動会での競技種目に盛り込むなど、二
番煎じかもしれないが、真剣にやらねばならないも
のという堅い印象を崩したい。
・CBID研修
　できることもちよりワークショップの新村地区第2
回目開催を考えている。CBID研修の目的のひとつ
に「ワークショップの波及による地域課題解決のた
めのネットワークの構築」があり、地域包括ケアシ
ステムの考え方を兼ねるワークショップであると感
じたので、松本市ないし他市町村への波及を狙っ
ていく。そのためには、ファシリテーターを務める
自身のレベルアップが必要であり、地区のレベル
アップを図るためのワークショップのアレンジも必
要になってくると考えられる。本研修のスーパーバ
イザーへの協力を要望する。
・全体的に
　年間の活動を振り返ると、主体で行った活動が
少ないことに気がついた。新村地区は住民の活動
が活発なため、新しく活動を起こす機会が少ない。
部会の資料や回覧物などを担当することが多く、
福祉ひろば20周年の動画作成など広報的な活動
が多かった。大学との連絡調整も行ってきたが、考
えていたものとは少し違った。本来、市役所の職員
でもなく、存在しないはずのポストとして地域づくり
センターに居るので、インターンの活動終了後に住
民が困るような活動は控えていた。大学との連絡
調整は、大学と地区との顔見知りの関係を作ること
を心がけていた。しかし、「ちょっと聞いといて」と
任されることが多くなり、必然と大学との連絡係に
なってしまったように感じる。次年度はこういった
姿勢を協力体制へと変えていきたい。あたらしの
郷協議会のように、縦の連携ではなく横の連携へ
と繋ぐには、まず当人同士を会わせる機会を作る
ことからだと考えている。
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